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〒720-0003　広島県福山市御幸町森脇 989
TEL : 084-955-6889  FAX : 084-955-1551
URL : https://www.hisatomi-kk.com
e-mail : info@hisatomi-kk.com

年　　　　　組　　　　　番

氏
名【禁転載】

1 組み立ての前に
説明書をよく読み､正しく製作して下さい｡
取り扱う工具は適切なものを使用して､ケガの無いように注意してください｡
最初からプリント基板にはんだ付けされている部品には､触らないようにしてくだ
さい｡破損や機能が低下する恐れがあります｡
電池の残量が少なくなると、LED の明かりが暗くなります。早めに電池交換をして
ください。
動作がおかしい場合は､本体を再起動 ( 電源スイッチをオフ、オン ) してください｡

フルカラー LED、チップ LED、スピーカー、押しボタンスイッチを専用
ソフトウェアでプログラム制御します｡
付属のコードを使って､USB でプログラムを転送します｡
単 ３ 形 乾 電 池 ２ 本 で 動 作 し ま す。プ ロ グ ラ ム 中 Windows や
Chromebook では、USB から電源を取ることができます。
Windows、ChromeOS、iPadOS の各 OSでプログラムをすることができ
ます。（iPad には、別途通信ケーブルまたは、通信インターフェイスと
通信ケーブル、電池が必要です。)

●

●
●

●

特長

○コンピュータとの接続方法

●
●
●

●

●

左のQRコードをカメラアプリで読み取るか、下のURL をブラウザに入力す
ることで、Webアプリを使うことができます。
※QRコードは標準のカメラアプリを使って読み取ってください。その他の　
　QRコードリーダーアプリを使うと、Webアプリが動作しない場合があり
　ます。
https://www.hisatomi-kk.com/app/am1/menu.html

Webアプリを使う場合

Window / Chromebook の場合
付属のUSB ケーブルでコンピュータとオーロ
ラミニライトを接続してください。
電源を入れると白が点灯します。

○
・iPad には、イヤホンジャック付きの機種と無しの機種があります。
・イヤホンジャック付きの機種では、別売の通信ケーブル IP-20 で接続できます。
・イヤホンジャック無しの機種では、別売の通信ユニット BT-01で接続できます。

・iPad とオーロラミニライトを専用ケーブルで接続してください。
・オーロラミニライトの押しボタンスイッチを押しながら電源を入れてください。
・LEDが白→赤と点灯し、赤が消えたらボタンを離してください。
・iPad から「接続処理」を押して、LEDが紫に点灯すればデータを転送できます。

○

○

iPad の場合

IP-20 を使った接続例

専用ケーブル
IP-20（別売り）

年 組 番 氏名

ピッ

白 点灯

白 , 赤点灯
ピッ
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2 オーロラミニライトの紹介
①オーロラミニライトとは ?

②オーロラミニライトとセンサについて

オーロラミニライトは、光を出す LEDやスイッチといった部品（ハードウェア）と、それらの部品
にどう動くか指示を出すプログラム（ソフトウェア）で動いています。
皆さんは、これからこのミニライトを組み立て、プログラムを作って動かします。この活動を通して、
身近な家電製品がどのような仕組みで動いているのかを考えてみましょう。

③まとめ

♪
♪
♪

光＆音 センサ
オーロラミニライト プログラミングで､君だけの

オリジナルライトを作ろう !

オーロラミニライトは、スイッチを押して LEDの色を変えたり、音楽を鳴らすプログラムを
作ることができます。また、チップ LEDを使って信号機のプログラムも作れます。
これらの機能を組み合わせて、オリジナルライトを作ってみましょう。

オーロラミニライトは押しボタンスイッチしかありませんが、このスイッチのオン、オフを
センサからの入力と見立ててプログラミングすることで、センサを使用したプログラムの動
作を確認することができます。

スピーカー

・フルカラー
    LED
・チップ LED

押ボタンスイッチ
（接触センサ）

押しボタンスイッチの ON/OFF をセンサの入力と見立ててプログラミング
仮想センサ(押しボタンスイッチ)
光センサ(仮想 )

人感センサ(仮想 )

暗い　　＝ON
明るい　＝OFF 暗い　　＝ 　LED 点灯

明るい　＝　 LED 消灯

人がいる　　＝ON
人がいない　＝OFF

スイッチ
　ON

LED 動作

人がいる　＝警報 ( スピーカ）
人がいない＝スピーカ OFF

オーロラミニライト

スイッチ

スピーカ動作
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3 部品表

4 使用する工具

■ドライバ 1号 5Φプラス（＋） ●ねじの締め方
K-17

取り扱う工具は、適切なものを使用して､ケガの無いよう注意してください。

ねじの取り付け、
取り外しに使います。

ねじの十字穴の大きさに合った
ドライバを使用してください。
大きいと入りませんし、小さい
と十字穴を痛めてしまいます。

強
く
押
し
つ
け
る

真
っ
直
ぐ
に

大きさ確認

ドライバをしっかりと握って､先
端をねじのみぞに真っ直ぐに強
く押しつけながら回す｡この時押
す力 7､回す力 3の割合で回す｡

3

7

このキットには､以下の部品があります｡組み立てる前に部品のチェッ
ク (　　) をしてください。

強く締め過ぎると､ねじやプラスチッ
クが壊れるので､注意すること｡注意

22Ω　×  3 
( 赤赤黒金 )

フルカラー LED
⑧

部品写真 部品名 規格・材料 数量 チェック
1 本体上部 1
2 本体下部 1
3 制御基板 1
4 ねじ(基板固定用) 2.6 x 6 8
5
6

1
1

7 固定抵抗器 22Ω 3
8 1

1

USB
はんだ
ケーブル

フルカラーLED
ストラップ

④

⑤ USB ケーブル

⑥はんだ

⑦

⑨ストラップ

iPad 用通信
ケーブル

通信イン
タフェース

⑩オプション

⑪オプション
③裏側

①

②

③表側

300℃通電中のはんだごては､　　       以上になります｡作業中はやけど
や火災などを引き起こさないように､注意して作業してください｡注意！

①はんだ付け学習
5 はんだ付け

9
10
11

オプション
オプション

iPad
通信インタフェース
用通信ケーブル

×  8

これが､オーロラミニ
ライトを制御している
コンピュータです｡

OFF
 / O

N
POW

ER
Blu

eto
oth

通信
中

SK-01

SK-02
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部品と基板がくっついている。

■はんだごて

マイカはんだごては30W以下、セラミックはんだご
ては25W以下のものを使用すること。
W数の大きいものでプリント基板をはんだ付けする
と､部品破損やパターンをはがす恐れがあります。

こて先は、きちんとしたものを使うこと
表面にはんだが、薄くきれ
いに付いている。

表面が黒く汚れていてはん
だが付かない｡

高温注意

鉛筆を持つように握ります｡
金属部分は､高温になるので､
絶対に触らないこと｡

②はんだ付けのやり方

③良いはんだ付けと悪いはんだ付け例

リード線を基板に差
し込み､少し広げる｡

(1) リード線の根本にこて先を
当て､加熱する｡(1~2秒)

(2) はんだをリード線と
こて先に当たるよう
に､適量押し込む｡

(3) 十分冷えてから､
ニッパでリード線
を切断する｡

(4)

リード線

はんだこて
はんだ

｢はんだ付けのやり方｣を参考に､実際にはんだ付けをしてみましょう｡
はんだ付けの後は､上手くできたかを下の図を参考に点検してみましょう｡

加熱不足

はんだがランドから浮いている｡
再加熱すること。

加熱不足

はんだとリード線にすき間がある｡
再加熱すること。

はんだの量が多すぎる｡
再加熱してぬぐい取る｡

良い例 悪い例
はんだにツヤがあり
ランド全体に広がっている。

はんだが、ランドとリードに
密着して山型になっている。

余分なリード線を切っていない｡
回路がショートする恐れがある｡

6 部品の取り付け･組み立て
①部品のはんだ付け

フルカラーLED
基板とLEDの隙間ができる
と、ケースに入らないので
注意すること。
向きがあるので、一番長い
足を白丸に入れる事。

注意！
こて先を保護するために､はんだごての使い始めは､加熱後すぐにこて
先にはんだを乗せてください｡片づける時も､はんだを乗せた状態で保
管してください｡

固定抵抗器の抵抗値を表すために、カラーコードというものを使います｡数字を
色で表すので､小さな固定抵抗器に抵抗値を表示する事が出来ます｡各色には､
次の数字が割り当てられています｡

* 金は許容差±5%を表します｡

0 黒 黒い礼 (0) 服 5 緑 みどりご (5)
1 茶 茶を一 (1) 杯 6 青 青む (6) し
2 赤 赤いに (2) んじん 7 紫 紫式 (7) 部
3 橙 橙み (3) かん 8 灰 ハイヤ (8) ー
4 黄 黄色いヨ (4) ット 9 白 ホワイトク (9) リスマス

読み方の例
R1 赤赤黒金

赤 (2) 赤 (2) 黒 (0) 金 (±5%)

抵抗値 = 22 × 10 ⁰
= 22×1=22Ω

OK

NG

隙間が無いように !

基板

固定抵抗器
固定抵抗器には、向きはあり
ません。
基板にしっかり押し込んで、
はんだ付けしてください。
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固定抵抗器､フルカラー LEDの順に取り付けてください｡はんだ付けの後､正しく取り付けたかを□し
ましょう｡取り付け方向のある部品は､部品番号と取り付け方向の 2ヶ所□□しましょう｡

本体上を合わせて、裏からねじ止
めします。

制御基板と本体下のコネクタを接続します。コードを挟まないように注意して
ください。

①

② 基板を止める時にリード線がはみ出
さないように注意してください。

□R1　22Ω
赤赤黒金

□R2　22Ω
赤赤黒金

□R3　22Ω
赤赤黒金

22Ω

22Ω

22Ω

R1(赤赤黒金)

R2(赤赤黒金)

R3(赤赤黒金)

SW
1

BAT-

SW2

BAT+

OFF    ON

LED
1

LED
4

LED
5

LED
6BU
ZZ

USB1

□□LED1
フルカラー LED

22Ω

22Ω

22Ω

R1(赤赤黒金)

R2(赤赤黒金)

R3(赤赤黒金)

SW
1

BAT-

SW2

BAT+

OFF    ON

LED
1

LED
4

LED
5

LED
6BU
ZZ

USB1

LED が飛び出さないように注意
してください。

NG

PAD
0

PAD
0

PAD
0

PAD
0

PAD
0

PAD
0

リード線がネジ穴
の下を通るように
する。

リード線がねじ穴
にかかっている。

リード線が外には
み出している。

注

リード線がはみ出な
いように注意する。

2.6 x 6  4 本

3 ページのねじの
締め方を参考に､ね
じを壊さないよう
に注意すること｡

2.6 x 6  4 本

3 ページのねじの
締め方を参考に､ね
じを壊さないよう
に注意すること｡

リード線がねじ穴
にかからないよう
にすること。



-6-

7 検査

●コンピュータ と接続する方法

●組み立て後の検査
電池を入れる｡( 電池の向きに注意してください｡)  または､DC-05 と USB ケーブルを接続する｡
側面のスライドスイットをONにする。”ピッ ” と鳴り LEDが白く点灯｡再度 ” ピッ ” と鳴り LEDが青く点灯｡

押しボタンスイッチを押すと、LEDが白く点灯。押しボタンスイッチを押すと、LEDが消灯して、チップ LEDが
全て点灯。押しボタンスイッチを押すとチップ LEDが消灯。

①
②

③

ピッ
工場出荷時の
プログラム開始

白 青

Windows ソフト版とWebアプリ版で操作方法が違うので、注意してください。

電源ＯＮ

必ず検査を行いましょう !

プログラム
開始

開始に
戻る

押す 押す 押す
白 チップ LED点灯

白消灯

①
②
③
④
⑤

オーロラミニライトの電源スイッチを” OFF” にする｡
付属の USB ケーブルでオーロラミニライトとコンピュータを接続する｡
コンピュータで制御ソフト SF-21 を起動する。
オーロラミニライトの電源を” ON” にすると、ピッと鳴り、白点灯。
制御ソフトの画面に” 接続中” の表示が出れば接続完了です。
表示が出ない場合は、オーロラミニライトの電源をOFF / ON してくだ
さい。       

Windows の場合 (SF-21 使用）

接続中電源ＯＮ 接続中中

ピッ、白

Windows / Chromebook の場合
Webアプリを使う オーロラミニライトの電源スイッチを” OFF” にする。

付属のUSB ケーブルでオーロラミニライトとコンピュータを接続する。
表紙のQRコードを読み込むか、以下のアドレスをブラウザに入力して、
Windows/Chromebook 用の制御ソフトを選択してください。

①
②
③

オーロラミニライトの電源をONにすると、ピッと鳴り白点灯。
制御ソフトの「接続処理」を押すと、” HISATOMI AM-1 xxxx” と表示さ
れるので、選択し” 接続” ボタンを押す。(xxxx の表示は変わる場合が
あります。）
オーロラミニライトがピッと鳴り、緑が点灯するとコンピュータと接
続され、画面に接続中と表示されます。

④
⑤

⑥

https://www.hisatomi-kk.com/app/am1/menu.html

電源
ON

白
点灯

緑
点灯

接続処理

接続中電源ＯＮ 接続中中

ピッ、白

Webアプリを使う

接続処理

https://www.hisatomi-kk.com/app/am1/menu.html

イヤホンジャックが有る iPad の場合

オーロラミニライトの押しボタンスイッチを押しながら電源をONにすると、
ピッと鳴り白、赤が点灯します。( 赤が消灯するまで、スイッチは押し続けてく
ださい。）
制御ソフトの「接続処理」を押してください。オーロラミニライトがピッと鳴り、
紫が点灯するとコンピュータと接続されました。

④

⑤

★

★

★

オーロラミニライトの電源スイッチを” OFF” にする。
通信ケーブルを iPad のイヤホンジャックに、反対の端子をオーロラミニライトの
USB 端子に接続してください。
表紙のQRコードを読み取るか、以下のアドレスをブラウザに入力して、iPad 用
の制御ソフトを選択してください。ブラウザは必ず Safari を使用してください。

①
②

③

転送ができない場合は、次のことを確認してください。
　・iPad が消音モードになっていないかを確認する。
　・iPad のボリュームを最大にしてください。
iPad がスリープ（画面が消える）から復帰した後、転送できない場合はブラウザの再読
み込み（　　）を押してください。
オーロラミニライトの電源を一度オフにして、上記の手順を再度行ってください。

ボリューム
最大

電源
ON

白・赤
点灯

紫
点灯

★iPad の場合、電源が必要です。電池を入れてください。

SW

スイッチを押しながら

接続確認を押すと
ピッ、紫点灯最初にピッ

白、赤点灯

授業が終わった
ら、ボリューム
を元に戻すこと

注

チップ LED消灯

ピッ

専用ケーブル
IP-20（別売り）
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①フルカラー LED
赤 (R)、緑 (G)、青 (B) の 3 色の LED が一体となった部品です。
プログラムで各 LEDの明るさを制御して、いろいろな色を点灯さ
せることができます。

②チップ LED
青、黄色、赤の 3色の LEDです。個別に点灯 /消灯ができ、信号
機のシミュレーションをすることができます。

③電源スイッチ
使わないときは、電源をオフにしておくと電池を節約することがで
きます。

④押ボタンスイッチ
プログラムでボタンが押されたことを感知して、LEDやスピーカー
を制御することができます。また、iPad モードにするときにも使い
ます。

⑥USB 端子
付属のコードでコンピュータと接続して、プログラムを送受信し
ます。

⑤スピーカー
自分で作った音楽や確認音をプログラムで鳴らすことができます。

⑦ストラップ穴
付属のストラップを通す穴です。上側と側面の 2ヶ所にストラッ
プを取り付けることができます。

⑧電池ボックス
単 3型乾電池 2本使用します。極性に注意してください。
電源スイッチがオンになっている場合は、LEDが点灯していなく
てもコンピュータに電流が流れ続けます。使わない場合は、電源
をオフにするか電池を抜いてください。

各部の説明

9 プログラムとはなんだろう？

①フルカラー LED

②チップ LED

③電源スイッチ ④押ボタンスイッチ

⑤スピーカー

⑥USB 端子

⑦ストラップ穴

⑧電池ボックス

プログラムを説明するとき、よく料理のレシピに例えられます。これはプログラムと料理
のレシピがよく似ているからです。
◯順番が大切  :  料理もプログラムも手順を間違えるとうまくいきません。レシピでは調理
　の順番や火加減が大切なように、プログラムでも命令の順番を間違えるとプログラムが
　思い通りに動きません。
◯材料とデータ  :  料理の材料はプログラムで使う「データ」のようなものです。食材の種
　類や量を間違えると、料理の味が変わってしまいます。プログラムでも、使うデータの
　種類や数字を間違えると、結果が変わってしまいます。
 ◯レシピ本とプログラミング言語  :  料理の本には、たくさんのレシピが載っています。
　プログラム言語にも、たくさんの命令（レシピ）が用意されており、それらを組み合わ
　せてプログラムを作っていきます。
◯完成を目指して  :  料理もプログラムも、何かを作り上げることが目標です。レシピ通り
　に料理すれば美味しい料理が完成するように、プログラムを正しく書けば、自分が作り
　たいものが完成します。

ここからは、ブロックを組み合わせて作る「ブロックプログラム」や図で仕事の流れを表
す「フローチャート」を使って、プログラムを作り、オーロラミニライトを動かしてみま
しょう。

料理のレシピとプログラム

8
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プログラムの仕組み
①プログラムの基本
コンピュータはいろいろなことができますが、私たちが「プログラム」というも
のを作って一つ一つ丁寧に手順を教えてあげなければなりません。
その手順を教えるときに使うのが「順次処理」、「反復処理」、「分岐処理」という
ものです。この 3つの手順を組み合わせることで、様々なプログラムを作ること
ができます。

1. 順次処理 2. 反復処理 3. 分岐処理

上から順番に命令を実行し
ていきます。

決められた回数繰り返しま
す。

条件によって、仕事の流れ
を変えます。

身近な例で順次処理をしてい
るものを探してみよう。

例： 目覚める→朝食を食べる
　　→家を出る

身近な例で反復処理をしてい
るものを探してみよう。

例：腕立て伏せ（腕を下げる、
　　腕を上げる）

身近な例で分岐処理をしてい
るものを探してみよう。
例： 雨が降っている？
　　Yes: 傘を持っていく
　　No:  傘を持っていかない

プログラムスタート

赤 秒点灯1
緑 秒点灯
青 秒点灯

プログラムスタート

3 回繰り返す
実行 黄色 秒点灯1

紫 秒点灯

もし ~ なら

YES

No

SW=ON

水色 秒点灯

紫 秒点灯

プログラムスタート

もし ~ なら

YES

No

回繰り返し

開始

赤　１秒点灯

緑　１秒点灯

青　１秒点灯

終了

開始

終了

終了

開始

繰り返し開始
　3回

繰り返し終了

黄色　１秒点灯

紫　１秒点灯

開始

終了

YES

NOSW=ON

紫　１秒点灯 水色　１秒点灯

YES

NO

開始

終了

終了

開始

繰り返し開始
　   回

繰り返し終了

②3 つの手順を図解しよう
３つの手順をブロックプログラムとフローチャートで表すと、以下の図のように
なります。それぞれの処理を組み合わせて使うことができます。例えば、反復処
理の中で分岐処理を行う、などです。
この３つの手順を組み合わせて、オリジナルのプログラムを作ってみましょう。

10

1
1 1

1

1



-9-

11 制御ソフトの使い方

接続されました

プログラムが完
成したら、　C　
の「転送」、「実行」
を押すとプログ
ラムが動きます。

●フローチャートで値を変更する方法

Windows ソフト版の画面
Webアプリ版の画面

フローチャートプログラミングで、命令の値を変更したい場
合があります。（例えば点灯時間を 1秒から 5秒にする。）
その場合は、変更したい命令を選択し、パラメータの値を変
更してください。変更後、「OK」または、「更新」を押して
ください。( 押さないと修正した値が反映されません）
パラメータ表示は、上図の　D　になります。

ここから、制御ソフトの使い方を紹介します。
オーロラミニライトをプログラムする方法として、「アイコンプログラミング」、「ブロックプログラミング」、「フローチャー
トプログラミング」があります。( 使うコンピュータによって種類が変わります。）
それぞれの簡単な使用方法を説明します。より詳しい説明は、各ソフトのヘルプで確認してください。

接続コードを外した場合は、再度”接
続確認”を行ってください。この時、
本体の電源も一度オフにしてくださ
い。

接続確認ができると、Windows、
Chromebook では緑が点灯、iPad で
は紫が点灯します。

点灯しなかった場合は、　　（再読み
込みボタン）を押して再度、”接続確
認”をしてください。

iPad の場合は、”SW”スイッチを押し
ながら電源をオンにするのを忘れな
いでください。

①アイコンプログラミング（Windows ソフトのみ対応）

②フローチャートプログミング

③ブロックプログミング

●Webアプリ版の注意点

A

A

D

B

C

Windows ソフト版の画面

Windows ソフト版の画面

Webアプリ版の画面

C

B

A

Webアプリ版の画面

C

DB

A

C

B

一度コードを外すと・・・

接続確認

接続確認

※Webアプリ版での注意 ( フローチャート、ブロック両方です） 

①接続処理を行ったかを確認。
iPad 版は、本体のスイッチを押しながら電源を入れるのを忘れないこと。
②プログラム中は、複数のタブを開かないこと。
③「プログラムスタート」命令を複数置かないこと。
④転送するプログラム以外の命令は、転送前に削除しておくこと。

LED 点灯

秒数 : 1 秒

1

A　から　B　へ使いたい命令
を配置する。

A　から　B　へ使い
たい命令を配置する。

　C　の転送ボタンを押す。
プログラム転送中は、オーロ
ラミニライトが青く点灯します。

※より詳しい説明は、ヘルプを参照してください。

※より詳しい説明は、ヘルプを参照してください。

※より詳しい説明は、ヘルプを参照してください。

１

１

2
転送

転送

実行

クリック！

青

「実行」をクリックすると、
転送したプログラムが動きます。

3
実行
クリック！

クリック！

クリック！

赤点灯

開始

フルカラー LED
１秒

A　から　B　へ使い
たい命令を配置する。

１
開始 ( メイン）

LED 点灯 １秒 命令の下にカーソルを動か
すと、手の形に変わり、接
続する線が現れます。
すべての命令を線で結べば
プログラム完成です。

2 3

命令下の半円にカーソルを
合わせ、接続したい命令に
ドラッグ、ドロップする。

２

A　から　B　へ使い
たい命令を配置する。

１ 2 3

接続したい命令を選び
接続先に移動させます。

ブロックが接続されます。

開始

フルカラー LED
１秒

すべての命令を線で結べば
プログラムが完成です。

3
開始

フルカラー LED
１秒

C　の「転送」、「実行」
をクリックするとプロ
グラムが動きます。

4
転送

実行
クリック！

クリック！

4

開始 ( メイン） 開始 ( メイン） 開始 ( メイン）

プログラムスタート

近づけて

プログラムスタート

赤 秒点灯1赤 秒点灯1

接続完了！

プログラムスタート
赤 秒点灯1

プログラムが動かなかったり、転送できない場合は以下を確認してください。

iPad の場合
命令の下に指を置き、素早く移動さ
せると、接続線が表示されます。( 拡
大するとやりやすいです。）

A

C

B

SWを押しな
がら電源ON!

緑

紫
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12 制御ソフトの使い方

『LED点灯』は､指定した色と時間で LEDが点灯します｡
『フェードイン』は､LED がだんだん明るくなります｡
『フェードアウト』は､LED がだんだん暗くなります｡

LED アイコン

●
●
●

繰り返したいプログラムを『繰返開始』と『繰返終了』
ではさみます｡『繰返開始』で繰り返す回数を指定します｡

繰り返しアイコン

●

確認音アイコン
タイマーアイコン

『タイマー』は､指定した時間プログラムが停止します｡
『確認音』は､｢ピッ｣と音が鳴ります｡音は 3種類から選
べます｡『音データ再生』で自作メロディが鳴ります。

●
●

『削除』は､削除したい命令の上に配置すると､アイコン
が削除され､以降の命令が前に移動します｡
『挿入』は､挿入したい場所へアイコンを配置すると､そ
の場所が空き､以降の命令が後ろに移動します｡

削除アイコン
挿入アイコン

●

●

信号待ちアイコン

『SWセンサ信号待ち』は、押しボタンスイッチが押さ
れるまでプログラムが停止します。

●

●SF-21 STEP1 アイコンプログラム

●SF-21 STEP2 フローチャート / Web アプリ フローチャート / Web アプリ ブロック

プログラムの開始は､必ずこの命令から始めます｡
サブルーチンを作るときも､この命令から始めます｡
( ブロックプログラムでは、サブルーチンは作れま 
せん。)

開始命令

プログラムスタート

プログラムの終了には､必ずこの命令が必要です｡
サブルーチンの時も必要です｡
ブロックプログラムには終了命令がありません。

終了命令

●フルカラー LED点灯
フルカラー LEDの Red( 赤 )､Green( 緑 )､Blue( 青 )
　各色の明るさと､点灯時間を指定します｡
●フェードインは､LED がだんだん明るくなります｡
●フェードアウトは､LED がだんだん暗くなります｡

LED 点灯命令

LED 点灯 1 秒

赤   1   秒点灯

●フルカラー LED点灯 ( 連続 )
　指定した LEDをずっと点灯させます。タイマー命
　令や信号待ち命令と組み合わせてください。
●フルカラー LED消灯
　連続点灯中のフルカラー LEDを消灯します｡

LED 連続命令

赤を連続点灯

●押しボタンスイッチ (SW) が押されるまでプログラムが停止します。

信号待ち命令

SW入力待ち SWボタン・・・

●確認音 : あらかじめ用意された 3種類の音を鳴らします。
●音プログラムを再生する : 自作メロディをプログラム中で鳴らせます。

サウンド命令
確認音１ 確認音１

●動作停止 ( 時間 )
    指定した時間､プログラムが停止
    します｡

●動作停止  or  SW センサ
　通常のタイマーと同じ動作ですが、途中でスイッチが押されると、タ
　イマーがキャンセルされて次の命令に進みます。

タイマ命令
停止  1 秒 動作停止  1  秒

繰り返し命令
●繰り返し開始
繰り返したい命令の先頭へ置きます｡繰り返し回数は
スライダや数値で指定します｡
繰り返し終了
繰り返したい命令の最後に置きます｡開始と終了で囲
まれた命令を指定した回数､繰り返します｡
ブロックプログラムでは、「実行」の横（★) へ繰り返
したい命令を配置します。

●

●

回繰り返す

実行

3

★

●SWが ONなら  /  OFF なら
　スイッチの状態 ( 押されている『SW=ON』/ 押されてい
　ない『SW=OFF』) で、処理を分岐します。
●ブロックプログラムでは、「YES、No」の横（★）へ使い
　たい命令を配置します。

条件分岐命令

もし ~ なら

YES

No

★

★

●サブルーチンとは
　サブルーチンとは、プログラム中何度も使う機能をまと
　めた部品です。予め作成することで、繰り返し利用する
　ことができます。
●サブルーチンの使い方
　サブルーチンを配置します。配置後メニューから使いた
　いサブルーチンを選択します。サブルーチンは予め作成
　しておいてください。

サブルーチン命令

SWセンサ
信号待ち

信号機用のチップ LEDが点灯します。

信号機 LEDアイコン

●

信号機
青

●フルカラー LEDをランダムな色で点灯させます。
●ランダム点灯連続は、タイマー命令や信号待ち命
　令と組み合わせてください。
●ランダム点灯中の LEDを消灯します。

LED ランダム点灯命令

LED をランダム・・・

LED
ランダム

●指定した色のチップ LEDが点灯します。連続点灯する場合は、タイ
　マ命令や信号待ち命令と組み合わせてください。

信号機 LED命令
信号機
青点灯

信号機　青点灯
信号機
LED

＊フローチャートでは、LED点灯命令の中です。

※ブロックプログラムでは、サブルーチンは使えません。
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ワーク No.1 オーロラミニライトと家電製品について調べてみよう

身の回りの家電製品を考えてみよう

1
2
3

製品名 センサ 計測
1-4-1 1-4-2 1-4-3

1-4-4 1-4-5 1-4-6

1-4-7 1-4-8 1-4-9

課題 1-4 :   私達の身の回りにある家電製品で､センサを利用した製品を探してみよう｡
　　　　  またそのセンサが何を計測しているか調べてみよう｡
　　　　  【例 : 製品名 : 防犯灯　センサ :　光センサ　計測 :　周囲の明るさ】

コンピュータとの接続を確認してみよう

オーロラミニライトの仕組み

(6 ページの「コンピュータと接続する方法」も参照してください。)

Windows ソフトの場合
制御ソフト SF-21 を起動し、オーロラミニライトとコン
ピュータを接続し、電源を入れる。
画面に『接続中』の文字が出れば接続完了です。

課題 1-1 :
課題 1-2 :
課題 1-3 :

課題 1-5-1 :

オーロラミニライトに内蔵されているセンサを記入してみましょう。
オーロラミニライトを制御している部品を記入してみましょう。
オーロラミニライトの出力する部品を記入してみましょう。

Webアプリ (Win/Chromebook) の場合
オーロラミニライトとコンピュータを接続し、ブラウザ
で制御アプリを開く。
オーロラミニライトの電源を入れ、接続処理を行い、画
面に接続中と表示されれば接続完了です。

Webアプリ (iPad) の場合
オーロラミニライトとコンピュータを接続し、ブラウザ
で制御アプリを開く。
オーロラミニライトの押しボタンスイッチを押しながら
電源を入れ白、赤が点灯する。制御アプリの接続処理を
押し、紫が点灯すれば接続完了です。
※電池を入れてください。

課題 1-5-2 :

課題 1-5-3 :

接続中が
表示されたら

チェック

緑が点灯し、接続
中が表示されたら

チェック

白、赤、紫の
順で点灯したら

チェック

プログラム
で判断

出力

出力

コンピュータから出力され
た信号を光に変換します｡

オーロラミニライト
を制御しています｡

オーロラミニライト

1-2

1-3-2

IC

接触

SW

センサ1-1 :

コンピュータから出力された信号
を音に変換します｡

1-3-1

♪
♪
♪

音

ピカッ！

チップ LEDが

フルカ
ラーで

接続処理

接続処理

スイッチを押しながら

スイッチを押すことで
内部の端子が接触し押
されたかどうか知らせ
ます。

Windows ソフト

Webアプリ

iPad のWeb アプリ

ピカ
ッ！

ピッ、白

ピッ、白
ピッ、緑

ピッ、紫
ピッ、白、赤
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ワーク No.2 使用方法の確認

課題 2-2: ブロックプログラミングで、LEDの赤を１秒点灯させてみよう。

『制御』をクリックし、『プログラムス
タート』を選択し、スクリプトエリア
に配置します。

操作メニューの『転送』をクリックし
て、プログラムを転送してください。
転送中は、LEDが青に点灯します。

操作メニューの『実行』を
クリックして、プログラム
を実行すると、赤が１秒間
点灯します。

『LED点灯』から赤点灯を選択しプログ
ラムスタートと連結します。

近づけて 連結完了！

STEP1 STEP2

STEP3 STEP4

プログラムスタート

赤 秒点灯1

プログラムスタート
赤 秒点灯1

( 画面は、Webアプリ版です )

課題 2-3: フローチャートプログラミングで、LEDの赤を１秒点灯させてみよう。

『開始』、『終了』、
『LED点灯１秒』
をプログラムエ
リアに配置しま
す。

STEP1
Windows / Chromebook 版では、命令
の下にカーソルが移動すると、手の形
になりドラッグすると接続線が表示さ
れます。
iPad 版では、カーソルが表示されない
ので、命令の下に指を置き、指を動か
すと接続線が表示されます。
3つの命令を全て線で結んでください。

STEP2

操作メニューの『転送』をクリックし
て、プログラムを転送してください。
転送中は、LEDが青に点灯します。

操作メニューの『実行』を
クリックして、プログラム
を実行すると、赤が１秒間
点灯します。

STEP3 STEP4

( 画面は、Webアプリ版です )

操作メニューの『実行』を
クリックして、プログラム
を実行すると、赤が１秒間
点灯します。

STEP1 赤のアイコンを選択し、0番の枠へ配
置します。

STEP2 配置後、点灯方法（LED点灯、フェード
イン、　フェードアウト）や点灯時間を
変更できます。

STEP4

課題 2-1: アイコンログラミングで、LEDの赤を１秒点灯させてみよう。（Windows ソフト版 )

STEP3 画面上部の『転送』をクリックして、
プログラムを転送してください。転送
中は、LEDが青に点灯します。

フェードインは、だんだん明るくな
ります。フェードアウトはだんだん
暗くなります。
点灯時間は、0.25 秒刻みの最短 0.25
秒、最大 31.75 秒になります。

プログラムスタート

LED 点灯 1 秒

LED 点灯 1 秒

LED 点灯 1 秒

赤１秒点灯！

赤１秒点灯！

赤１秒点灯！
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ワーク No.3 順次処理と接触センサを使ったプログラム

順次処理のプログラム
これまで、プログラムには『順次処理』、『反復処理』、『分岐処理』という３つの基
本的な処理方法があることを学びました。（８ページ）
ここからは、実際にこれらの処理方法をプログラミングで体験してみましょう。
簡単なプログラムから始めて、最後はあなただけのオリジナルミニライトや信号機
を作ってみませんか？
まずは、一番シンプルな『順次処理』のプログラムを作成し、ミニライトに転送し
てみましょう。ミニライトがどのように動作するか、じっくり観察をしてみましょう。

フルカラー LEDを赤、緑、青の順
に 1秒ずつ点灯させてみよう。

スイッチを押すと白が点灯、もう一
度スイッチを押すと消灯するプログ
ラムを作ってみよう。
白を点灯させ続けるには、「連続点
灯」命令を使ってみましょう。

課題 3-3 : スイッチを押すとフルカラーLEDが
ランダムな色で3秒間点灯するプログ
ラムを作ってみよう。

課題 3-4 : 

プログラムスタート

赤 1秒点灯

秒点灯

終了

開始

赤点灯　１秒

点灯            秒

プログラムスタート

終了

開始 プログラムスタート

終了

開始

課題 3-1 : 信号機のチップ LEDを青、黄、赤、
の順に 1秒ずつ点灯するプログラ
ムを作ってみよう。

課題 3-2 : 

終了

開始

青点灯　１秒

点灯            秒

プログラムスタート

青 1秒点灯

秒点灯

SW入力待ちSWボタンが押されるまで待つ
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ワーク No.4 反復処理とSWセンサを使ったプログラム

反復処理のプログラム
次に､反復処理のプログラムを作ってみましょう｡
歩行者用信号機では､どのようなところで反復処理が使われているでしょうか ?

歩行者用信号機が青から赤に変わる
前に､青は点滅します｡青点灯 0.5 秒､
消灯 0.5 秒､青点灯 0.5 秒､消灯 0.5 秒､
青点灯 0.5 秒､消灯 0.5 秒の順で点滅
するプログラムを作ってみよう｡ただ
し､繰り返し命令は使わないこと｡

課題 4-1:

スイッチを 10 回押したら、赤が点灯するプロ
グラムを作ってみよう。
●ヒント : スイッチが押されたことをプログ　
　　　     ラムで確認する方法を考えてみま　
　　　　 しょう。

課題 4-4:

青 秒点灯

プログラムスタート

消灯 秒

赤 秒点灯

タイマ（動作停止）命令の最大は、255 秒で
す。5 分のタイマを作るにはどうすればよい
でしょうか？
タイマ終了時に音を鳴らしてみましょう。

課題 4-3:

課題 4-2 :  課題 4-1 を繰り返し命令を使って 作って
　　　　   みよう｡また、繰り返し回数を変更して、
　　　　   繰り返し命令の利点を考えてみよう。

プログラムスタート

回繰り返す

実行

プログラムスタート

回繰り返す

実行

開始

消灯        秒

青点灯        秒

終了

開始

繰り返し開始
回

終了

終了

開始

繰り返し開始
回

繰り返し終了

終了

開始

繰り返し開始
回

繰り返し終了

動作停止 秒

プログラムスタート

回繰り返す
実行
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ワーク No.5 分岐処理と光センサを使ったプログラム

分岐処理のプログラム
次に､分岐処理のプログラムを作ってみましょう｡
分岐の条件は、押しボタンスイッチが押されている (SW=ON) か、押されていない (SW=OFF) になります。

スイッチが押されていれば赤が点灯、
押されていなければ青が点灯するプ
ログラムを作ってみよう。フルカラー
LED、信号機 LEDどちらを使っても
よいです。点灯時間は自由です。

課題 5-2 :スイッチが押されていれば赤が点灯、
押されていなければ何もしないプロ
グラムを作ってみよう。赤の点灯時
間は自由に決めてください。

課題 5-1:

繰り返し命令の中で分岐命令を使ってみましょう。
繰り返しを 20 回に設定します。この繰り返しの中へ、押しボタンスイッチが押されて
いれば赤点灯、押されていなければ青点灯命令を入れてみましょう。命令を組み合わせ
ることで、より複雑な動作を行うことができます。

課題 5-3:

プログラムスタート
もし ~ なら

YES

No

SW  =

プログラムスタート

実行

プログラムスタート
もし ~ なら
YES

SW=

もし ~ なら

YES

No

SW  =

開始

YES

NO

終了

開始

YES

NO

終了

開始

YES

NO

終了

繰り返し終了

回繰り返す 繰り返し開始
　　　回
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ワーク No.6 ここまでのまとめ

オリジナルミニライトを作ってみよう
ここまで、プログラムに必要な順次処理、反復処理、分岐処理を学びました。
これらを組み合わせて、信号機とオーロラミニライトのプログラムを作ってみよう。

実物の信号機を調べてみよう。信号機の特徴やオーロラミニライトでプログラムすると
きに必要になりそうな機能を書き出してみましょう。
その後、実際のプログラムを作り動作を確認してみましょう。

信号機

特徴

機能

信号機のプログラム

オーロラミニライトをプログラムして、自分だけのミニライトを作ってみよう。
例えば、スイッチを押すたびに色が変わるライトなどが考えられます。
どのようなライトができるか考えてみましょう。

課題 6-1 : 

課題 6-2 : 

プログラムスタート

プログラムの名前 / 目的

プログラムの工夫したところ

開始

プログラムスタート 開始
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ワーク No. 7 グループ学習プログラム
グループでイルミネーションを作ってみよう｡
課題7-1 :  二人一組でプログラムを作ります｡

1 秒毎に赤 LEDが交互に 10 回点滅するプログラムを作ってみよう｡
自分の分とパートナーの分､それぞれのプログラムを書いてみよう｡
( プログラムを同時に開始するには､どうすれば良いか考えてみましょう｡)

課題7-2 :  複数の人でグループを作り、それぞれ役割を決めてオーロラミニライトを使った
イルミネーションを作ってみよう。例えばフルカラー LED、チップ LED、音楽と
役割を決めて、それぞれのプログラムを作ってみよう。

自分
プログラムスタート 開始

パートナー
プログラムスタート 開始

プログラムの名前 : 

プログラム :

プログラムの工夫した点
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ワーク No. 8 夢のセンサを作ってみよう
①センサとは？

部屋の電気を私達が手で点けたり消したりするのに対し、街灯はいつ
の間にか点いたり消えたりしています。これは、街灯に「光センサ」
という特別な部品が入っていて、私達の代わりに周囲の明るさを測っ
て自動的に点灯・消灯しているからです。

②身近なセンサを調べてみよう
私たちの身の回りには、たくさんのセンサがあります。例えば、エアコンは温度センサ
を使って温度を調節しています。
身の回りのセンサを探して、何を計測しているかを調べてみましょう。

③私たちとセンサ
私たち人間もいくつかのセンサを持っています。例えば「目」は光を感知して、明るさ
や物の形、動きを認識します。「光センサ」を使うと、周囲の明るい、暗いを計測するこ
とができます。
このように私たちの五感を基にしたセンサは色々あります。
どのようなセンサがあるか調べてみよう。

人間の器官

例 : 目 光センサ 周囲の明るさ

センサ名 何を計測している？

課題8-1 : 身の回りの機器を調べて、そのセンサが何を計測しているかを調べてみよう。

使われている機器 センサ名 何を計測している？

課題8-2 : 人の五感を下にしたセンサを調べてみよう。
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センサ名

センサとプログラムの動作

プログラムスタート 開始

④センサになってみよう

⑤夢のセンサを作ってみよう

前のページでは、私たちの五感と機械の目や耳である「センサ」の関係について調べました。
今度は、皆さんが実際にセンサになって、オーロラミニライトを動かしてみましょう。
例えば、「光センサ」になったと考えてみてください。周りが暗くなると「ライトを点ける」、明
るくなると「ライトを消す」と、自分が光を感じて反応するセンサになって、オーロラミニライ
トを操作してみましょう。
このセンサの働きをプログラムで表すと、「もし暗ければ LED点灯。そうでなければ LED消灯。」
のように、条件分岐のプログラムを作ることができます。
オーロラミニライトには、光センサが付いていないので、「暗ければ」を「スイッチが押されて
いれば」、「明るければ」を「スイッチが押されていなければ」に置き換えて考えてみましょう。
また、光センサ以外のセンサについて考えてみましょう。

今はないけれど、あったら便利な夢のセンサを考えてみましょう。例えば、「気持ち理解センサ」
があると、自分や友達の気持ちがわかりますよね。
次に、このセンサを使った製品を考えてみよう。
・感情に合わせて色を変える部屋 : 嬉しいときは部屋がカラフルに、悲しいときは落ち着いた色     
に変わる部屋。
・心を読むロボット : ロボットが気持ちを理解して話し相手になってくれる。
ここでは、あなたが考える夢のセンサとそのセンサを使った製品を考えてみましょう。また、そ
の製品を動かすプログラムを考えてみましょう。

夢のセンサの名前と機能

そのセンサを使った製品

プログラムスタート 開始

課題8-3 : 好きなセンサを選んで、そのセンサを使ったプログラムを考えてみましょう。

課題8-4 : 夢のセンサを使った製品やプログラムを考えてみよう。
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　D　の ”LEDリンク設定 ”で、
LED リンクを ”する ” に設定
すると、音符に色を割り当て
ることができます。

　A　の鍵盤をクリックする
と、  C  へ音符が入力されます。
　B　で音の速さや音符の長さ
を指定できます。

ワーク No.９ 作曲をしてみよう 

課題 9-2  :  作曲は上手くできましたか？難しかったところや､工夫したところを書いてみましょう｡

課題 9-1 ：

タイトル：

メロディプログラミングの画面

自分の好きな音楽を入力してみよう。
音と光を連動させて、音楽を作ってみましょう。

Windows ソフト  SF-21

Web アプリ版
Win/Chromebook / iPad

A

B
D C

E

A

B
ED

C F

G

１ 2

ド レ ミ

　A　の鍵盤をクリックする
と、　D　のプログラムエリア
と、　F　の五線譜に音符が表
示されます。

１ 2

　E　の設定で、音の速
さを設定できます。ま
た、音に色を割り当て
ると、音符の背景色が
変わります。

ド レ ミ

ド レ ミ

ド レ ミ

音符を変更したい場合は、
その音符にカーソルを合わ
せ、右クリックするとメ
ニューが現れます。

3

ド レ ミミミミミミミミミミミ

E　の「転送」、
「実行」をクリック
すると本体から音楽
が鳴ります。

転送

実行

クリック！

クリック！

4

クリック！

G　の「転送」、
「実行」をクリック
すると本体から音楽
が鳴ります。

転送

実行

クリック！

クリック！

43

　D　のブロックを修正するこ
とで、楽譜を変更することが
できます。並べ替えや削除後、
　G　の ”音符表示・更新 ”を
押すと、楽譜が更新されます。

削除

音符表示・更新


